
192 イエス、最高法院で裁判を受ける 

ルカによる福音書 22：66～71、マタイ 26：59～66、マルコ 14：55～64、ヨハネ 18：19～24 
マタイによる福音書 27：3～10、使徒言行録 1：18～19 
 
ファイル No.190 
▶大祭司アンナス、イエスを尋問する（ヨハネによる福音書 18：19～24）：予備審問（ア ン ナ ス） 
▶最高法院で裁判を受ける（マタイによる福音書 26：57～68）：夜明け前の私的審問（カイアファ） 
 
▶最高法院で裁判を受ける（ルカによる福音書 22：66～71）：：：：：：：本 尋 問 
66 夜が明けると、民の長老会、祭司長たちや律法学者たちが（最高法院－サンヘドリンに）集まった。

そして、イエスを最高法院に連れ出して、67「お前がメシア（→油注がれた者）なら、そうだと言うがよ

い」と言った（→迫った）。 
→律法では、夜間に仕事をすることを禁じられていたので、朝一番に、イエスは彼らの前に連れて来ら

れ、最高法院（公式な裁判）を受けた。 
 
イエスは言われた。「わたしが言っても、あなたたちは決して信じないだろう。68 わたしが尋ねても、決

して答えないだろう。69 しかし、今から後、人の子は全能の神の右に座る。」 

 
70 そこで皆の者が、「では、お前は神の子か」と言うと、 
イエスは言われた。 
「わたしがそうだとは、あなたたちが言っている。」→彼らは、冒涜罪に当たると判断した。 
→（リビング・バイブル）議会は騒然となり、尋問の声も荒立ってきました。「なに！あくまで神の子だ

と言いはるつもりか！」「（全く）そのとおりです。」イエスはお答えになりました。 
 
【一言】 死刑 

①石打の刑以外の死刑の執行権はローマによって剥奪されていた。 
②ローマの死刑は、十字架刑（磔刑）である。 
③冒涜罪は死刑に該当しない。 
 
71 人々は、「（我々はイエスから直接話を聞いた。）これでもまだ（ユダの）証言が必要だろうか。我々は

本人の口から聞いたのだ」と言った。 
→この時、ユダは行方不明になっていた。 
 
 
 
 



▶ユダの自死（マタイによる福音書 27：3～10） 

03 そのころ（→宗教裁判でイエスの有罪－冤罪と判決された時）、イエスを裏切ったユダは、イエスに有

罪の判決が下ったのを知って後悔し、銀貨三十枚を祭司長たちや長老たちに返そうとして、04「わたしは

罪のない人の血を売り渡し、罪を犯しました」と言った。 
しかし彼らは、「我々の知ったことではない。お前の問題だ」と言った。 
 
05 そこで、ユダは銀貨を神殿（口語訳：聖所）に投げ込んで立ち去り、首を 
つって死んだ。 
→使徒言行録 1：18 
ところで、このユダは不正を働いて得た報酬で土地を買ったのですが、 
そ（→ヒノムの谷：エレミヤ 7：31 他＝新約では「ゲヘナ」）の地面にまっさ

かさまに落ちて、体が真ん中から裂け、はらわたがみな出てしまいました。 
 
06 祭司長たちは銀貨を拾い上げて、「これは血の代金（で汚れているの）だから、神殿の収入にするわけ

にはいかない」と言い、07 相談のうえ、その金で（ユダの名義になっている）「陶器職人の畑」を買い、

外国人の（旅人たちの）墓地にすることにした。08 このため、この畑は今日まで「血の畑」（→血の代価

で買った畑）と言われている。 
→陶器職人の畑は、陶器職人が陶器用の粘土を採取したり、失敗した陶器の破片などを捨てるための畑

であろう。 
 
09 こうして、預言者エレミヤを通して言われていたことが実現した。 
「彼らは銀貨三十枚を取った。それは、値踏みされた者、すなわち、イスラエルの子らが値踏みした者の

価である。10 主がわたしにお命じになったように、彼らはこの金で陶器職人の畑を買い取った。」 
→エレミヤ書 32：9★ 
そこで、わたし（→エレミヤ）はいとこのハナムエルから（エレミヤの故郷）アナトトにある畑を買い取

り、銀十七シェケルを量って支払った。 
 
【参考】 聖書に登場する「後悔」★ 


